
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和6年元旦には能登半島地震が起こり大きな被害をもたらしたことは記憶に新しいです。 

さらに、令和 7年は「阪神・淡路大震災」から 30年、「新潟中越沖地震」から 20年の節目の年です。 

事前に備蓄品や防災カバンを準備する、防災マップを確認するなど、事前の対策が必要となります。 

急な避難に対応できるように、非常用持ち出し品を１人分ずつリュックサックなどにまとめ、 

避難に支障のない重さとなるよう、分量は一人ひとりに合わせて調節しておきましょう。 

 

非常用持ち出し袋とは？

いつ何時、大きな災害が襲ってくるかわからない中、

大切なことは「防災意識」を持つことです。


